
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R５年度用）          令和６年１月１８日 

地区名 荻川地区 

今

年

度

の

取

り

組

み 

・地域福祉懇談会（6/15、1/18）  ・あったかネット協力会員交流会（7/2） 

・荻川地区社協今年度打ち合わせ（4/6、5/12、5/31、6/9、6/23、7/7、8/4、9/1、10/6、11/10、 

 12/1、1/5、以降予定 2/2、3/1） ・荻川子ども食堂開催 ・子ども食堂立ち上げ相談（8/7） 

・荻川地区福祉推進会議及び幹事会（地域福祉活動計画の推進：6/15、7/20、10/27、11/24） 

・荻川地区ふれあい弁当打ち合わせ全体会(9/21)車場 3 丁目(9/30、11/27、ふり返り 1/20) 

こがね町(10/3、ふり返り１月書面) ・結小学校高齢者体験（地区社協やすらぎの間紹介：9/26） 

・荻川やすらぎの間支え合い移動支援検討会（10/27、11/9、12/7、1/26 予定）（覚書調印 1/11） 

・荻川支え合いフォーラム（12/3） ・サロン新規立ち上げ（４月車場町内会、７月長割自治会） 

・地域の茶の間「やすらぎの間」運営（週１開催） ・相談一覧表作成のための共同募金申請 

・荻川地区福祉活動ファイルの作成 ・あいさつ運動で子どもたちの標語を募集 

課 

 

題 

・おぎかわあったかネットの訪問先で、家族が出てきて本人と会えない世帯がある。 

・アパートに暮らす高齢者の見守りに難しさを感じている。(民生委員) 

・高齢者だけでなく、子どもとの関りも考えていくと良い。・避難所の車椅子関係の検討が必要。 

・中野１～５丁目連合会としての活動が難しい。  

 

評 

 

価 

 

・おぎかわあったかネット(16 自治会、73 世帯 80 名が利用、協力員 80 名)、協力員交流会では、

見守りの必要性を再認識し合い、また日頃の想いを話し合える場となった。車場３丁目では、毎

月あったかネットの連絡会を継続している。・子ども食堂のボランティアが増えた。若い世代か

ら高齢者までの参加があった。 ・荻川支え合いフォーラムでの中学生の参加は大変良かった。 

 これからは若い人も入れていくと良い。 

・認知症の方への対応が課題となっている。 ・あいさつ運動の標語の応募が約 500 件あった。 

・歳末ふれあい弁当配食を自治会、町内会と民生委員の連携により円滑に実施し、対象者からは

大変喜ばれた。(車場３・こがね町)  ・居場所を立ち上げることができた。(長割、車場３)  

・藤の木原福祉会との連携により、荻川やすらぎの間の送迎支援を 2 月に開始する運びとなった。 

・緊急情報キット配布事業が浸透しており配布数が毎年増加している。 

 

 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次
年
度
へ
向
け
て 

・おぎかわあったかネットの継続(自治会・町内会、民生委員、協力員、老人クラブ等と連携) 

・緊急情報キットの配布、情報内容の更新を継続  ・防災「我が家の避難所」の継続 

・荻川やすらぎの間の継続（藤の木原福祉会と連携した移動支援） 

・荻川子ども食堂と川口ほうかご広場の連携を継続。・子どもの居場所、ふれあいの場の検討。 

・防災をキーワードにした活動をしていきたい。 

［参加者］荻川コミ協：窪田会長、加納副会長、中村副会長、田中副会長、鈴木事務局長、 

荻川地区社協：関代表、石井副代表、星副代表、関道子副代表、曽我さん、五十嵐さん、  

荻川地区協議会：田中会長(あおば通町内会会長)、五十嵐さん(中野３丁目町内会会長)、田村さん(中野５丁目 

町内会会長)、木村さん(車場町内会連合会会長)、荻川民協：中野会長、横山副会長、田辺副会長、高橋会計、 

区老連荻川協議会：久保田会長(荻島荻友会会長)、 秋葉区社協：横山、加藤 

荻川やすらぎの間 

支え合い移動支援検討会 

検討会 

荻川支え合いフォーラム 荻川地域福祉推進連絡会議 

歳末ふれあい弁当配食事業検討会 

車場３丁目 こがね町 藤の木原福祉会との覚書調印 


